
○⼄部漁港の元和地区は、以前はホタテ漁等の中型漁船の利⽤が主であったが、現在は船外機船が
主であるため、ホタテの⽔揚げを同漁港の⼄部地区に集約した。

○これに伴い、元和地区では⽔産基盤整備事業により海⽔交換施設を整備。
○泊地をナマコの増養殖場として活⽤することで、漁業者の収⼊増が⾒込まれる。

885.【⽔域：増殖場】機能再編により空いた⽔域をナマコ増殖場に活⽤：⼄部漁港（北海道⼄部町）
概 要概 要

•令和元年度に放流した稚ナ
マコが漁獲サイズになるま
での期間は３年程度（令和
４年度に出荷）を⾒込んで
おり、5,000匹を出荷した
場合は、年間750万円程度
の収⼊になる。

期待される効果期待される効果有効活用の内容有効活用の内容

活⽤した漁港施設 ⽔域（増殖⽔⾯5,500m2）
実施時期 令和元年〜
実施主体 ひやま漁業協同組合
活⽤した事業 ⽔産基盤整備事業（漁港機能分担・有効活⽤推進事業）
実施した⼿続き 占⽤許可

•漁港の⼀体的利⽤を促
進し、操業の安全を⼀
層向上させることによ
り、安定した漁業振興
を推進するため、平成
27年2⽉に⼄部漁港と
元和漁港が統合。
•元和地区における⼤型
船（ホタテ養殖）の陸
揚げを⼄部地区に集約
したことにより、漁港
利⽤は船外機のみとな
り、元和地区には泊地
に余裕が⽣じた。

•⼄部漁港（元和地区）においては、泊地全域をナマコの増養殖エリアとした。
•港内環境は静穏性に優れている⼀⽅で、北海道が⽔質調査を実施したところ、
⽔質環境の改善が必要であることが判明。そこで、海⽔交換施設を整備。
•海⽔交換施設の完成後、令和元年6⽉に稚ナマコ（15〜30mm）5,000匹を放流。
•養殖事業の展開に当たっては、ナマコの種苗購⼊については⼄部町が、増養殖
の技術指導については北海道がそれぞれ⽀援。
•海⽔交換施設の整備による漁港内の⽔質環境を把握するため、令和元年度から
⽔質調査を実施しており、海⽔交換施設の有効性を確認している。

背 景背 景

港⼝にナマコ流出防⽌
フェンスを設置予定

（船外機船は航⾏可能）

ナマコの増殖エリア

⼄部漁港（元和地区）

海⽔交換施設の整備


